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あらまし：対面式実習では学生同士が患者役と実践役に分かれて実施されてきた。実技評価は主観的とな

り、客観的な評価ができなかった。実技評価ができないことで、学生の技術向上が十分に評価できない。

そこで、シミュレータを用いた実技評価は客観的な評価が可能となり、従来の実習方法の改善がみられた。

本研究は、客観的な評価方法を提供でき、医療教育の質を向上させる。 
キーワード：シミュレーション教育、脈拍測定、医療教育、実技評価教育 

 
 
1. はじめに 
従来の医療教育では、学生同士が患者役と実践役

に分かれて対面式実習を行うことが一般的であった。

この方法は、患者役と対話しながら実技を進めるた

め、実際の臨床現場に近い環境で技術練習ができる

利点がある。しかし、実技評価は困難であり、実践

役の技術を主観的な評価できないと課題があった。

そのため、本研究ではシミュレータを用いた新しい

評価方法を導入し、実技評価を客観的に評価するこ

とを目的とした。 
 

2. 研究方法 
2.1 研究時期および対象 

2024 年 10 月～11 月に実施する「基礎医学実習」

を受講した臨床工学科 2 年生 57 名を対象に、血管

の触知と脈拍測定の実技評価を行った。 

2.2 演習の概要 

基礎医学実習では、人体の解剖や機能、病気の成

り立ちなどの原理を学ぶ。血管の解剖と脈拍測定の

実習は、90 分間で行われ、学生は血管の解剖と位置

を確認し、実践役と患者役に分かれて、触知可能な

血管の脈拍値を測定した。 

2.3 評価方法 

2.3.1 事前課題 

実習後に、触知可能な血管を記載する課題を提示

し、10 種類の血管を記載した場合に 10 点満点とし、

未提出は 0 点とした。 

2.3.2 事前テスト 

事前課題に基づいて、1 問 1 点の 10 点満点のテス

トを行った。 

2.3.3 実技試験 

シミュレータ（ナーシングアン：レールダル社）

を用いて、血管の位置確認と脈拍値測定を評価した。

試験時間は 5 分とし、ランダムに表示された血管を

触知し、脈拍値を測定した。ランダム化は PowerPoint
のマクロ機能を利用した。実技試験場を図 1 に示し

た。 

 
図 1 実技試験場 

 

2.3.4 アンケート調査 

血管の解剖と脈拍測定の実習に対する目標達成度、

事前学習、シミュレータを用いた実技試験に対する

満足度について、Microsoft Forms を用いてアンケー

ト調査を行った。 
 
3. 結果 
事前課題の提出者 54 名の事前テストの平均点は、

8.8±1.8 点であり、未提出者 3 名の事前テストの平

均点 6.0±5.3 点であった。各動脈は、平均 7.7 回出

現し、5 名が動脈の左右間違いであり、残り 49 名は

正しく動脈の触知ができた(表 1)。脈拍値の誤差が±

5%以内であったのは 36 名で、18 名は 5%を超える

誤差があった (図 2, 表 2)。脈拍測定技術の目標達成

度は 5 段階評価で、平均 3.1±0.9 点であった。この
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結果から、学生の脈拍測定技術にはばらつきがあり、

一部の学生は正確な測定ができている一方で、他の

学生は改善の余地があることが示された。 
 

表 1 動脈触知の正誤結果 
動脈名 位置 出現

回数 
正解 
(人) 

不正解 
(人) 

総頚動脈 
右 7 7 0 

左 8 5 0 

上腕動脈 左 10 8 2 

大腿動脈 
右 7 7 0 

左 7 5 2 

足背動脈 
右 8 8 0 

左 7 6 1 

合計   49 5 
 

 
図 2 脈拍測定における誤差率 

 
表 2 脈拍測定における設定値と計測値の誤差分析 

動脈名 位置 誤差±5% 
以内(人) 

誤差±5%
超え(人) 

総頚動脈 
右 4 3 

左 6 2 

上腕動脈 左 8 2 

大腿動脈 
右 3 4 

左 4 3 

足背動脈 
右 7 1 

左 4 3 

合計  36 18 
 

4. 考察 
近年、医療教育において中/高忠実度シミュレータ

を使用し、シナリオを設定した演習が行われる傾向

が強まっている（1-3）。これに伴い、シミュレータを

用いた教育効果を検証する研究論文も増加してお

り、シミュレータの有用性が広く認識されつつある。

本研究でも、シミュレータを用いた新しい評価方法

を導入し、従来の主観的な評価方法に比べて、より

客観的な実技評価が可能であることが示された。特

に、シミュレータの接触センサを利用することで、

学生が正確に血管を触知できたかどうかを定量的

に評価することができた。また、脈拍値の誤差を測

定することで、学生の技術レベルを詳細に把握する

ことができた。これにより、学生個々の技術的な課

題を明確にし、指導の重点を絞り込むことが可能と

なった。 

一方で、事前課題の未提出者 3 名の成績が低かっ

たことから、事前課題の提出を促すことが重要であ

ることがわかった。また、脈拍測定技術の評価結果

にはばらつきがあったため、今後の教育プログラム

では、技術の向上を目指した指導が必要であると考

えられる。特に、シミュレータを用いた実技試験に

ついて、脈拍検知が困難な学生がいたことから、実

技試験に緊張したことや、深部の動脈をとらえるこ

とが難しいことが要因として挙げられた。このよう

な課題に対応するため、シミュレータを用いた練習

機会を増やすことや、シナリオを設定した反復練習

を取り入れることが有効であると考えられる。 

さらに、シミュレータを使用した教育は、学生が

実際の臨床現場に近い環境で技術を練習できるだ

けでなく、指導者側も学生の技術レベルを定量的に

評価できるという利点がある。これにより、教育の

質を向上させることが期待される。しかし、シミュ

レータの導入にはコストや運用面での課題もあり、

今後の研究では、これらの課題を解決するための方

法も検討する必要がある。 
 

5. 結論 
本研究では、シミュレータを用いた新しい評価方

法を導入し、従来の主観的な評価方法に比べて、よ

り客観的な実技評価が可能であることを示した。シ

ミュレータを使用することで、学生は実際の臨床現

場に近い環境で技術を練習でき、また、指導者側も

学生の技術レベルを定量的に評価することができた。

今後は、事前学習の充実や技術指導の強化を通じて、

学生の技術レベルをさらに向上させることが課題で

ある。また、シミュレータを用いた教育の効果をさ

らに検証し、教育プログラムの改善に役立てること

が重要である。 
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